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令和７年度 第２回中津川市子ども・子育て会議 会議録 

 

日時 令和７年11月26日（水） 19:00 ～ 19：50 

場所 市役所 会議棟２階 大会議室 

出席 ■子ども・子育て会議委員 15名 

橋本委員、曽我委員、小栗委員、市岡委員、浦田委員、古田委員、小川委員、田島委員、大橋委員、

中村委員、丸山委員、神谷委員、小林委員、水野委員、林委員 

■中津川市 

早川医療福祉部長、原医療福祉部次長、安江幼児教育課長、熊谷健康課長、曽我こども家庭課長、 

こども家庭課 纐纈、木野 

内容 １ あいさつ（早川部長） 

２ 議事 

（１）福岡こども園の利用定員の設定について【資料１、２】幼児教育課 

（２）こども誰でも通園制度について【資料３】幼児教育課 

（３）その他 

３ 閉会のことば（田島副委員長） 

 

＜会議録（要旨）＞ 

１ あいさつ 

 

・中津川市の幼少教育、子育て支援につきまして、ご理解ご協力を賜りありがとうござ

います。 

・県では 12 月 13 日インフルエンザ注意報が発令されました。皆様方におかれまして

も、体調管理には十分お気をつけいただきたい。 

・令和6年度にこども計画をご審議いただきました。令和7年度から計画が始まり、事

業を推進しているところです。計画に沿い、着実に進んでいくように務めてまいります

のでご協力のほどよろしくお願いいたします。 

・本日の議題につきましてもご審議いただき、活発な良いご意見をいただきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

２ 議事 

（１）福岡こども園の利用定員の設定について【資料１、２】幼児教育課 

   （資料１、２について事務局が説明） 

委員長 ご意見、質問はありますか。 

委員 中津川保育園は、令和８年に一色と、令和9年に北野と統合するとのことだが、それぞ

れに園医が決まっているので、そこを整理しないといけない。 

委員 幼児教育課と保育施設運営協議会を行い、協議するなかで保育園等の適正配置計画を確

定した。作成した時は令和７年度の出生数は３５０人で考えていたが、３２０人ほどに

とどまった。猛烈な勢いの少子化のなかで、保育園等の統廃合をしなければならない事

に頭を悩ませている。 

委員 資料１について、福岡こども園の園児数が９６人で新しい定員が１３０人となると、園
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児数が定員を超えることはないと予想ができるが、今働いている保育士の方々の行先は

どのように計画しているか。 

事務局 

 

保育園等の適正配置計画は、職員の数を減らさないよう園を運営し、保育士の働く環境

を整えることも目的の一つとしている。 

高山保育園と下野保育園の保育士が全員福岡こども園に異動するわけではないが、園が

変わる園児の心情なども考慮し、令和８年度の園児数に合わせ職員の配置を考えます。 

委員長 この件に関して園長会のお話をうかがいたい。 

委員 園長会では、福岡三園の作業部会で保育園や幼稚園、行事のすり合わせをしていると報

告を受けている。 

職員配置や施設に関することは幼児教育課に要望しながら、園長会ではこども達がスム

ーズに新しい年をスタートできることを重点に協議しながら一緒に進めています。 

私は川上保育園が坂下保育園と統合し、やさかこども園になるとき園長をしていた。小

さな園から大きな園へ異動になるこどもたちの不安解消のため、統合の前年度に一人異

動しており、園長ともう一人の職員で川上の職員が３人いた。こどもたちに不安のない

よう幼児教育課で職員配置がされると思います。 

一色保育園が中津川保育園に統合される際も同様に配慮されると思うので心配ないと

考えています。 

委員 自分の子は、一昨年、中津川幼稚園と南幼稚園が統合したとき、園舎は南幼稚園で変わ

なかったため生活は変わらなかったが、先生が結構変わり、名称も変わり、友達も変わ

り保育園に行きたがらなくなってしまった。新しく変わってきた子の方が元気だった。 

事務局 移って来た子よりも元々居た子が不安になったという話は、中津の幼稚園が三園統合し

たときに聞いています。こどもの不安解消については考えていきます。 

委員 こども園は幼稚園コースと保育園コースとあると聞いたが、１３０人定員のうちのそれ

ぞれのコースの割合は決められているか。 

事務局 保育園の統合なので保育園コースが多いと想定はしている。 

幼稚園コースの定員は１２人と考えているが、柔軟に変えることができるので、申し込

みの結果、幼稚園コースの定員がオーバーしたら、入れないというわけではないです。 

委員長 先ほど適正規模という計画を持っているということでしたが、教育委員の立場からご意

見はないでしょうか。 

委員 私も川上保育園出身で、ずっと小さな小学校、中学校で育ったので、最初は小さな園も

良いという印象でしたが、年に何度か保育園、幼稚園、こども園を回らせてもらうなか

で、今は働いている保護者が多く、「朝早く」とか「夜遅くまで」保育が必要となると、

小さな園では職員が少なく対応できない状況があることを知ったことと、大勢のこども

の中で育つことの大切さというのも学んだので、適切な規模で運営していくことは必要

と考えます。 

委員長 いろいろなご意見をいただきました。今後の運営に活かしていただきたいです。 

 

（２）こども誰でも通園制度について【資料３】幼児教育課 
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     （資料３について事務局が説明） 

委員長 ご意見、質問はありますか。 

委員 国からの制度なので、実施するという事は理解をしていますが、一時預かりと違い、こ

どもにとっての育ちになると思われているとしたら、私はちょっと残念に感じます。 

０歳から３歳は、外の人と関わりあい、いろいろな社交性を養うことよりも、親との愛

着形成が大切な時期だと考えます。言い方は悪いですが、子育て放棄支援のように感じ

てしまう。 

預かりとは違うというなら、保護者と一緒の「いつでも登園」、「誰でも登園」という形

で、保護者とこどもが一緒にその場にいて、先生がいて、子育てについて学んだり、子

育てが楽しいということを、一緒に味わえるような制度であって欲しいと願います。 

事務局 

 

全国で始まっており、市では、子育て支援センターなど、保護者と一緒にいて親子が触

れ合えるところがあり、孤立や不安の解消、虐待防止になっていると感じており、周り

とかかわりがない都市部などで必要な制度なのではないかと感じています。 

どのような形で行うかは、子育て支援センターの方にも入っていただき園長会で議論し

ているところです。 

委員 子育て中のお母さんたちに講座をしているなかで、周りが保育園にこどもを預けるのを

見て、保育園にあがるまでは自分のそばで育てようと思っていたお母さんが不安にな

り、預けるべきか悩む姿を残念に思います。 

市は、子育ては素晴らしいものであり、お母さんたちが子育てに自信を持てる仕組みを

考えることが重要だと感じている。 

委員 家で3歳までみたいという気持ちはよく分かるが、そういう方ばかりではないことも認

識する必要はあると思う。 

育児に疲れている方々にとって、こどもとずっと一緒にいるのは難しいことがあるた

め、助けを求めている方にとっては、こどもを預けることでリフレッシュができる。 

最初はこどもも泣きながら預けられますが、帰る時には母親をみて嬉しくなる。お母さ

んは心に余裕ができることで、こどもをもっと愛せるようになる。 

こどもに寄り添い愛を持って接することが、大人になった時に意欲的にいろんなことに

興味を持って取り組み、失敗しても成長できるという研究がある。 

変化が激しいし現代に、コロナや戦争、色々な災害があり、正解がないなかで、いろい

ろなことに興味を持ち、逆に言うと、何でも正解になり得るから、失敗してももう1回

上がっていくことができるのはすごいことで、その根源が０歳から３歳までの幼児前期

の愛着形成と言われている。 

この愛着形成は母親じゃなくても良いとされていて、定義は特定の大人との継続的で応

答的な関わりを通して育まれるとされている。特定の大人なので、おじいちゃんおばあ

ちゃんでもいいし、近所の人でもいいし、男性でももちろん保育士でもいい。 

地域全体でこどもを育むのが非常に大事な議論。 

今女性は働くことを求められ、1人で抱えながら毎日一生懸命過ごしているなかで、「子

育てをあなただけできないですよ」っていうのは酷で、そのバランスは整える必要があ
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ると思う。日本の女性のジェンダーギャップが非常に低い1つの要因でもあるし、男性

優位の社会を作っている構造でもある。 

委員 私も一時預かりを利用していた。理由は上の子が生まれて2年後に下の子が生まれたの

で、保育園を退園する必要があったため。分かっていたことだったが、仲良くなった友

達と離れ離れになるのが可哀想で、一時預かりを使い、週に何回か通わせていた。 

このこども誰でも通園制度が一時預かりと、金額面でどれほど違うかとか、月１０時間

だと、半日預けたら月に2日半しか使えないので意味があるのかと考えてしまう。 

今は仕組みが変わり、退園後も枠が空いてれば預けられるようになったと聞いている

が、預けられない期間がなくなるようなサポートをする方が良いのではと思う。 

むしろ一時預かりを使わなくても良いくらい、サポート出来るようにした方が良いので

はと当事者として思う。 

事務局 下の子が生まれ、育児休業中は保育を必要とする理由がなくなり退園することになって

います。ただし、中津川市は、次に申し込まれる方がいない場合は継続して利用できる

ようにしています。 

これには、改善したいという考えがあり、すぐにできる状況ではないが、私立園も含め

一緒に協議しています。 

委員 他の自治体ではここまで踏み込めていない。中津川市はこの課題に対して議論を組み込

んでいただいている。今の意見は非常に大切と感じたので、益々やらなければいけない

と思いました。 

委員 これは公立とか、私立とか関係なくその制度を導入していくのかという疑問と、利用の

際の面談は必要なのかと疑問に感じるし、月１０時間は預けるには短く感じるので、例

えば中津川市では１５時間にするなど中津川スタイルを作ると利用したいと思えるの

では。 

やはり、家では体験できないことができて良い面もあったり、先ほどの意見のように、

3歳ぐらいまでは家で過ごせた方が良いかなと感じたり、いろいろ考えてしまいます。 

事務局 公立園でも私立園のほか、子育て支援センターや、発達支援センターなどでも実施する

ことができます。どこで実施するかは検討中です。 

私立園については、手を上げていただいたところにやってもらうように検討をしていま

す。 

面談については、アレルギーがないか、どのように利用したいかなど細かなことをお聞

きするため面談が必要と聞いています。 

月１０時間というのは、市の裁量で増やすことはできます。ただ、今の時点で利用があ

るかも分からない状況では、国の制度に沿う形で開始し、利用希望が多ければ、そこで

検討が必要となると考えています。 

実施しているところの話を聞きながら、決めてお伝えできると良いと思っています。 

委員 一時期の待機児童問題から、近年の少子化で待機児童で困っている自治体は、ほとんど

ない現状となり、次はいかに余裕のあるしっかりとした保育をやるかという話になって

いる。 
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待機児童はないが、希望園に入れない方はいる。各園では、もう一人、あと二人と枠を

広げ、何とか受け入れられるようにしているなかで、この誰でも通園制度を実施するに

は、オペレーションの問題と人の問題を解決しなといけない。 

理想と現実が違うことが目に見えてしまう。この運営にあたっては、やはり各園と、幼

児教育課で、どのように実施するかの協議が相当必要と感じている。 

利用者が思っている制度と違っていたと感じると、市の子育て政策運営に悪い印象を与

えてしまうと思うので、制度自体を反対するとかではないが、現実的な運営を考えると

まだ協議するべきと思う。 

委員長 他にご意見はよろしいでしょうか。 

本日の協議に関してＰＴＡの方はどうでしたか。 

委員 協議内容と外れますが、地域で行った教育講演会で（自分は参加できませんでしたが、）

「あなたの価値は、いくらですか？」というテーマで講演会がありました。 

ご自身の体験談から、志を持って、挑戦と失敗を繰り返しながら、価値を自分で決めな

いでくださいという内容でした。 

後でこどもたちの感想を聴かせてもらったところ、「自分も、価値のある人間だと思え

るようになった。」とか「勉強や進路で悩んでいたけど気持ちが楽になった。」という意

見が多かったです。 

普段の生活のなかで、こどもたちが「自分の価値はいくらだろうか。」と考えることは

ないと思う。今回の講演会でこどもたちに考えるきっかけづくりができた。 

こどもたちは、自分の意思があって素晴らしいなと感じたので、今後もそういうきっか

けづくりをできると良いと思う。 

委員長 その他にご意見、ご質問はありますでしょうか。 

無ければ本日の議題を終了します。 

副委員長 第２回中川市子ども・子育て会議を終了したいと思います。ありがとうございました。 

 


